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自
民
、
公
明
両
党
は
15

日
、
英
国
、
イ
タ
リ
ア
と

共
同
開
発
す
る
次
期
戦
闘

機
の
第
三
国
へ
の
輸
出
解

禁
に
合
意
し
ま
し
た
。「
平

自
公 

次
期
戦
闘
機
の
輸
出
解
禁

　
「
死
の
商
人
」
国
家
へ
の
重
大
な
転
換

　
　
　
　

日
本
共
産
党　

撤
回
求
め
る

和
国
家
」
の
理
念
を
投
げ

捨
て
、「
死
の
商
人
」
国
家

へ
の
重
大
な
転
換
が
与
党

間
の
「
密
室
」
協
議
で
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

  

日
本
共
産
党
の
小
池
晃

書
記
局
長
は
「
現
に
戦
闘

が
行
わ
れ
て
い
る
国
」
へ

の
輸
出
は
除
外
す
る
こ
と

を
“
歯
止
め
”
だ
と
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
輸

出
後
に
戦
闘
が
行
わ
れ
た

ケ
ー
ス
は
い
ま
ま
で
も
あ

る
」「
ま
や
か
し
の
歯
止
め

だ
」
と
批
判
。
具
体
的
な

輸
出
の
個
別
案
件
ご
と
に

も
閣
議
決
定
す
る
と
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
国

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

小
池
氏
は
「
そ
も
そ
も

戦
闘
機
の
輸
出
は
国
際
紛

争
を
助
長
す
る
も
の
だ
」

と
指
摘
。
平
和
国
家
の
大

原
則
か
ら
武
器
輸
出
を
し

な
い
と
し
た
１
９
８
１
年

の
衆
参
両
院
本
会
議
で
の

全
会
一
致
決
議
に
ふ
れ
、

「
こ
れ
を
自
公
だ
け
で
決

め
る
こ
と
は
言
語
道
断
。

議
会
制
民
主
主
義
の
破
壊
、

憲
法
の
破
壊
だ
」
と
批
判

し
ま
し
た
。

会
が
関
与
せ
ず
に
政
府
与

党
だ
け
で
決
め
る
と
い
う

も
の
だ
」と
強
調
。「
二
重

の
密
室
協
議
で
あ
っ
て
、

何
の
歯
止
め
に
も
な
ら
な

オスプレイ飛行再開に抗議

平和委が声明　「日本は属国か」

　

米
軍
が
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
行
再
開
を
強
行
し
た
14

日
、
日
本
平
和
委
員
会
は

「
満
身
の
怒
り
を
こ
め
て

抗
議
す
る
」
と
の
声
明
を

発
表
、
事
故
原
因
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
飛
行
の
全
機
停
止

と
撤
去
を
求
め
ま
し
た
。

　

声
明
は
、
米
軍
が
昨
年

11
月
に
鹿
児
島
県
屋
久
島

沖
で
起
き
た
墜
落
事
故
の

原
因
や
対
策
を
一
切
明
ら

か
に
せ
ず
強
行
し
、
沖
縄

県
知
事
や
宜
野
湾
市
長
ら

自
治
体
の
声
を
踏
み
つ
け

に
し
た
と
批
判
。「
米
政
府

の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、

『
米
軍
の
言
う
こ
と
は

黙
っ
て
聞
け
』
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
、
日
本
を
植
民

地
扱
い
す
る
態
度
で
あ
り
、

そ
れ
に
唯
々
諾
々
と
従
う

日
本
政
府
の
態
度
は
、
属

国
そ
の
も
の
の
異
常
な
も

の
」
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
春
闘
妥
結

（
14
日
）。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

相
当
分
は
２
・
１
％（
月
額

１
万
１
０
０
０
円
）。
人

事
・
処
遇
問
題
等
の
見
直

し
を
含
め
た
月
額
平
均
で

は
３
万
９
３
０
０
円
。
年

額
平
均
７
・
３
％
の
賃
上

げ
。「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
５
％

を
要
求
し
て
い
た
の
に
満

額
回
答
に
は
な
ら
な
か
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×
  

自
民
党
の
裏
金
問
題
。

「
岸
田
首
相
は
自
民
党
大

会
で
改
革
を
断
行
す
る
と

い
う
が
、
口
先
だ
け
で
信

用
で
き
な
い
」「
党
規
約
に

よ
る
処
分
の
前
に
、
裏
金

の
全
容
を
明
ら
か
に
す
べ

15 日、沖縄県庁前広場
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

き
だ
」「
政
倫
審
で
は
な
く

証
人
喚
問
で
や
っ
て
ほ
し

い
」「
自
民
党
大
会
は
討
論

も
な
く
、
拍
手
の
み
の

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館
、

春
の
特
別
公
開
。
３
月
28
、

29
日
、４
月
４
、５
日
。
い

ず
れ
も
午
後
。「
モ
ー
ル
ス

電
信
初
号
機
の
動
態
展
示

や
懐
か
し
の
デ
ザ
イ
ン
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
展
示
が

あ
る
」「
31
日
は
武
蔵
野
桜

ま
つ
り
に
あ
わ
せ
、
武
蔵

野
研
究
開
発
セ
ン
タ
内
の

桜
並
木
開
放
と
技
術
史
料

館
の
特
別
公
開
が
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

経
済
秘
密
保
護
法
案
が

衆
院
で
審
議
入
り（
19
日
）

「
法
案
で
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

（
適
性
評
価
）制
度
と
し
て

　

南
米
チ
リ
の
法
律
家

６
２
０
人
が
、
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
ガ
ザ
で
攻
撃
を

続
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
首
相
ら
を
ジ
ェ

ICC にチリ法律家 620 人が告訴

イスラエル首相らを逮捕要請

ノ
サ
イ
ド
の
罪
で
訴
え
、

逮
捕
を
求
め
る
告
発
状
を

国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ

Ｃ
）
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

ネ
ル
ソ
ン
・
ハ
ダ
ド
元

駐
ヨ
ル
ダ
ン
大
使
ら
代
表

者
が
11
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
本
部

に
告
発
状
を
直
接
提
出
。

　

ハ
ダ
ド
氏
は
昨
年
12
月

の
国
連
総
会
で
は
１
５
３

ヵ
国
が
即
時
の
人
道
的
停

戦
を
求
め
る
決
議
に
賛
成

し
た
こ
と
に
言
及
。
同
決

議
に
反
対
し
、
国
連
安
保

理
の
即
時
停
戦
決
議
案
に

も
拒
否
権
を
行
使
し
た
米

国
の
態
度
を
「
不
当
だ
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

日
本
学
術
会
議
法
人
化

方
針
の
問
題
を
考
え
よ
う

と
、
大
学
教
授
ら
で
つ
く

る
「
大
学
の
危
機
を
の
り

こ
え
、
明
日
を
拓ひ
ら

く

フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
４
日
、オ

ン
ラ
イ
ン
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
き
ま
し
た
。

学
術
会
議
法
人
化
は

独
立
性
を
阻
害
す
る

　

大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

小
森
田
秋
夫
・
東
大
名

誉
教
授
は
、
学
術
会
議
に

政
府
の
統
制
や
財
界
な
ど

の
意
志
を
浸
透
さ
せ
、「
同

会
議
の
独
立
性
を
阻
害
す

る
も
の
に
な
り
う
る
」
と

警
鐘
。
栗
田
禎
子
・
千
葉

大
教
授
は
、
戦
前
に
学
術

が
天
皇
制
国
家
権
力
に
従

属
さ
せ
ら
れ
た
反
省
か
ら

出
発
し
た
学
術
会
議
は
、

「
学
問
の
自
由
」を
守
り
ぬ

く
こ
と
が
使
命
だ
と
強
調
。

博
疑
惑
で
ド
ジ
ャ
ー
ズ
を

解
雇
。「
突
然
の
こ
と
で
お

ど
ろ
い
た
」「
こ
れ
ま
で
周

り
の
人
は
気
が
付
か
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は

怖
い
」「
日
本
で
カ
ジ
ノ
は

や
め
た
方
が
い
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

18
日
、
関
東
で
強
風
。

「
砂
ぼ
こ
り
が
ひ
ど
く
視

界
が
悪
く
な
る
ほ
ど
だ
っ

た
」「
駅
前
の
ビ
ル
街
で
は

強
風
が
一
層
ひ
ど
く
、
体

が
浮
き
上
が
っ
て
し
ま
っ

て
危
険
だ
っ
た
」「
八
高
線

は
運
休
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

21
日
朝
、
関
東
で
震
度

　

西
加
奈
子
著

　
『
く
も
を
さ
が
す
』

　

河
出
書
房
新
社　
　

　

１
４
０
０
円（
税
別
）

　

著
者
は
１
９
７
７
年
テ

ヘ
ラ
ン
生
ま
れ
、
カ
イ
ロ
、

大
阪
で
育
つ
。
カ
ナ
ダ
人

と
結
婚
し
て
バ
ン
ク
ー

バ
ー
で
暮
ら
す
。
乳
癌
に

な
り
「
あ
な
た
の
身
体
の

ボ
ス
は
あ
な
た
や
ね
ん
か

ら
」
と
看
護
師
に
励
ま
さ

れ
、
両
乳
房
切
除
。
お
互

い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
交

流
が
鮮
や
か
で
、
気
づ
か

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

ま
た
西
は
パ
レ
ス
チ
ナ

人
作
家
の
小
説
『
ハ
イ

フ
ァ
に
戻
っ
て
／
太
陽
の

男
た
ち
』
に
「
彼
ら
の
感

情
を
知
ら
な
い
こ
と
に
は

何
も
理
解
で
き
な
い
と

思
っ
た
」
と
解
説
を
寄
せ

て
お
り
共
感
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

秘
密
を
扱
う
人
や
家
族
の

身
辺
調
査
を
行
い
、
思
想

や
病
歴
、
借
金
な
ど
を
調

べ
る
」「
思
想
・
良
心
の
自

由
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を

踏
み
に
じ
る
憲
法
違
反
そ

の
も
の
だ
」「
通
研
の
研
究

者
に
も
大
き
な
影
響
が
あ

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
谷
翔
平
選
手
の
通
訳

の
水
原
一
平
氏
が
違
法
賭

５
弱
の
地
震
。「
結
構
ゆ
れ

た
」「
新
幹
線
が
遅
れ
る
な

ど
鉄
道
に
影
響
が
あ
っ

た
」「
千
葉
県
周
辺
で
も
地

震
が
多
い
。
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
白
モ
ク
レ
ン
が
満
開

だ
」「
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
ゆ
で

て
食
べ
た
。
ほ
の
苦
い
春

の
味
」「
寒
さ
が
戻
っ
て
き

た
」「
桜
の
開
花
も
当
初
の

予
想
よ
り
遅
れ
て
い
る
」

　

毎
日
新
聞
の
千
葉
紀
和

記
者
は
、
法
人
化
方
針
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
検
察
な
ど
の
公

的
機
関
が
弱
体
化
さ
せ
ら

れ
て
き
た
流
れ
の
中
に
あ

る
と
指
摘
。「
日
本
の
未
来

を
左
右
す
る
社
会
問
題
」

だ
と
述
べ
ま
し
た
。

勤務時間外の連絡無視 OK

　オーストラリアで法制化

　

勤
務
時
間
外
に
仕
事
の

連
絡
を
無
視
し
て
も
、
不

利
益
な
扱
い
を
受
け
な
い

―
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議

会
で
２
月
、労
働
者
の「
連

絡
遮
断
権
」
を
定
め
た
法

律
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
に
も
施
行
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
を
な
く
し
、

私
生
活
の
自
由
を
保
障
す

る
の
が
狙
い
で
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

通
信
手
段
の
発
達
や
テ
レ

ワ
ー
ク
の
普
及
で
勤
労
形

態
が
多
様
化
し
た
一
方
、

昼
夜
を
問
わ
ず
業
務
対
応

に
追
わ
れ
る
労
働
者
も
増

加
。
育
児
や
介
護
を
抱
え

る
働
き
手
は
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確

立
に
つ
な
が
る
」
と
遮
断

権
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。


